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【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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国語科の読解力を見取る学期末
テスト・活用テストの校内平均
点は84.7と全国平均を上回っ
た。
　しかし，学年や児童による差
が大きく，児童の実態やつまず
きを正確に把握し，個に応じた
適切な指導が必要である。ま
た，問題の条件に合わせて自分
の言葉でまとめ，適切に表現す
ることができていないことに課
題が見られた。さらに，内容の
まとまりを捉え切れていないこ
とも課題である。そのことによ
り，段落同士のつながりを捉え
ることができない要因となって
いる。

○

イ ロ ハ

令和5年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

b 中期経営目標

読解力の向上
「考える　伝え
合う力」の育成

e 評価指標

①フレームリーデイングによる「読
むこと」の指導
②学習に関わる取り組み（思考ツー
ル・ノート・板書・テスト誤答分析
など）の交流

学期末テスト・活用テス
トの校内平均点（国語科
思考・判断・表現の観
点）
（１２月）標準学力調査
の平均通過率（国語科）

全国平
均以上

84.7
（全国
平均は
84.4）
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・引き続き，児童一人一人の個に応じた学
びに取り組んでいただきたい。
・フレームリーディングによる成果を他校
とも共有し、より高めて欲しい。長い目で
効果を期待したい。
・本好きな子供になって欲しい。そのため
の環境づくり（人、物、場）を工夫して組
んでいる様子が良く分かった。

・自分の考えを整理する機会を意図
的に設定し，自分で考えをまとめる
授業や、表やグラフ、図・式が表す
ことを考えたり自分の考えを図や
式、言葉で説明したりする授業の工
夫を行う。
・相手意識をもち，分かりやすく論
理的に伝えることになれるよう、ペ
アやグループでの活動を意図的に取
り入れ、表現に慣れるよう授業改善
を進める。
・個に応じた指導の充実について、
職員間で交流し、実態に応じた指導
の充実を図る。

・低学年の児童にも、自分達の意見
が学校全体に反映される経験を積み
重ねさせることで、所属意識を高め
させる。
・「ありがとうカード」の取組を継
続し、学年を超えてお互いを大切に
したり、感謝したりする心情を育て
る。

・校内体制を見直しを図り、校務の
分担を整理し直した。２学期以降、
主任・主事がより中心となり、組織
的に業務に取り組むことを全職員で
確認し、取り組む。
・交流の時間を計画的に位置づけら
れるよう、１ヶ月ごとのスケジュー
ルを見直した。

・肯定的評価が目標値を上回ったことは良
かった。
・低学年の意見を取り入れながら、「みん
なで美木原小学校を創っている」と感じて
欲しい。
・児童が立案して行う行事は達成感がある
と感じた。
・「ありがとうカード」で、周りの人の良
いところを探し，認めていく素直な心葉大
切であり、子ども達にはずっと持ち続けて
欲しい。

・学校現場を取り巻く環境は厳しく、取り
組む仕事量も多く，時間外勤務も多いと思
いますが，退勤予定時刻設定を習慣化し、
定着を図っていただきたい。
・中教審提言の中に、年間の授業時間数が
国の基準を大きく超える学校に改善を促す
こと，行事では前例にとらわれた部分をや
め時間を削減すること、保護者の過剰な要
求に組織的に対応し教育委員会も体制を構
築すること等が示されている。この提言が
長時間労働の是正につながり、先生方から
歓迎される内容になっていればいいと思っ
た。
・繁忙期や閑散期、役割分担の内容や経験
年数の違いなどで個人差が出るのは仕方が
ないと思いますが，互いに理解し認め合え
ればより良い声かけや気配りにつながると
思う。

B

1学期の勤務時間外在校等時間の
平均が４５時間以下の職員は６
４％で目標の80％を上回ること
ができなかった。退勤時刻が遅
くなる職員への声掛けを継続し
ていく必要がある。日々の教職
員間の声掛けや連携はできてい
るが，全体での定期的な交流が
十分できなっかったため，月に1
回の全体交流を確実に実施し，
業務の見通しを持ち，足並みを
揃えた取組ができるようにす
る。朝の出勤時に個々が退勤時
刻を設定する習慣が定着してき
ている。設定した退校時刻を全
職員が守れるようセルフタイム
マネジメントを行う必要があ
る。

○

○

児童による「美木原アンケー
ト」の結果，主体性に関する項
目では，肯定的評価をした児童
が９０％おり，目標の７５％を
上回った。上半期では，児童会
の挨拶運動，体育委員会のドッ
ジボール大会，保健給食委員会
のドントラン名人，図書委員会
のスタンプラリー等を実施し
た。また，ありがとうカードの
放送を行い，児童同士が感謝を
伝える良さを感じることのでき
る活動を行った。しかし，低学
年の意見を取り入れた活動を実
施できておらず，委員会活動に
主体的に参加する学年に偏りが
あった。また。2学期は，全児童
が学校生活を創っていると感じ
られるように，企画や活動を工
夫する必要がある。

よりよい働き方による勤務時
間外在校等時間の減少

①教職員間の連携
・業務の見通し・優先順位・児童の
実態・学級経営の取組についての交
流
②業務予定や時間設定を明確にした
働き方
・自己申告による日々の退勤時刻を
設定・会議や部会等の時間設定・予
定業務にかかる時間確保

主体性に関するアンケート

（肯定的評価）
７月・１２月・２月実施

長期休業以外の勤務時間
外在校等時間の平均

120.
1

４5時
間以下
8０％

64 80

90.1

上半期
７５％

下半期
８５％

自ら学び，考え，発信する子供の育成

小中連携教育を核とした確かな学力定着の取組の充実と発展 a 　ビジョン
○児童の主体性を育み，未来につながる学力をつける学校
○幼・小・中の連携による学びの連続性を大切にする学校

○家庭・地域とともに，子供の育ちを考える学校

A

①委員会活動の充実
②学校のために進んで活動している
児童に対して，児童同士が肯定的評
価を行う。

主体性の向上

様式1


